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はじめに1 .
　圧送管路は構造上技術的に調査困難な箇所が多く，
効果的な調査方法が確立していないのが現状である。
ひとつの方法として空気弁周辺の気相部を腐食危険箇
所とみなして調査を実施する方法がある。本内容は首
振り式押込みカメラ（アジリオス）を用いて圧送管の
調査手法の有効性を示すものである。
　内面モルタルライニングのダクタイル鋳鉄管の圧送
管路では，硫化水素に起因する腐食事故例が多く報告
されている（写真−1）。

　しかし，圧送管路は構造上技術的に調査困難な箇所
が多く，効果的な調査方法が確立していないのが現状
である。1つの方法として空気弁周辺の気相部を腐食
危険箇所とみなして調査を実施する方法がある。本内

容は首振り式押込みカメラ「アジリオス」を用いて圧
送管の調査手法の例を紹介する。

圧送管2 .
2−1　特性について
　圧送管は基本的にマンホールポンプやポンプ室の先
に敷設されている。小口径から中口径と口径は様々で
ある（図−1）。
　圧送管の長所と短所を以下に示す。
【長所】
　①管路や河川を横断するなどレイアウトが自由に配

管を敷設できる
　②口径が小さく埋設深を浅くできるため建設費が安

くなる
　③圧送に耐えうる継手や管体を使うので不明水の心

配がない
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写真−1　道路陥没状況

図−1　圧送管路の構造


